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学校栄養職員が行う「食｣に関する指導の実態
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【目的】子ども達を取り巻く食環境が大きく変化し、食生活に起因する健康問題が指摘さ

れている。文部省は平成８年９月保健体育審議会の答申を受けて、栄養の専門家である学

校栄養職員（以下栄養士）を食に関する指導に、積極的に活用することを求めている。
そこで、指導実態を把握し、学校栄養士の役割と効果的な指導のあり方を検討した。

【方法】岡山県公立学校栄養±3  2 6 名を対象に、平成1  2 年1  2 月、質問紙郵送法によ
る「食に関する指導の実態調査」を実施した（回収率７ 3.2% ）。調査内容は「調理方式」

「勤務年数」「教員免許の取得状況」「担当学級数」、食に関する「指導の場」「指導内容」

等であった。指導内容、指導の場については、文部省 「学校給食指導の手引」によって岡
山県学校栄養士会が作成した「献立を教材にした給食指導年間計画」に基づいて検討した。

【結果】アンケート調査の結果、①調理方式は、単独校方式7  0.2% 、共同調理場方式
2 9.8% であった。②栄養±1 人が担当する学級数は単独校1  4 学級、共同調理場3  6

学級であった。③教員免許の取得状況は、小中高いずれかの教員免許取得者３ 2.2% で
あった。④指導者は栄養士のみで行うが最も多く、次いで担任および教科担任と栄養士が

行うＴＴ方式であった。⑤指導の場としては、給食時間が最も多く、次いで「家庭科」「保
健」等の教科であった。⑥児童生徒に必要な指導内容は「朝食の役割」が最も多く、「生

活習慣病予防のための食生活」「丈夫な骨づくり」の順であった。以上の結果、食に関す

る指導は、担任および教科担任と栄養士が協力して、ＴＴ方式の指導が行われている実態
が明らかになった。今後は家庭科教員等との連携や教科との関連指導の実施が求められる。
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目的：本研究は子ども世代と親世代の中間にある大学生を対象に、これまでに受けてきた

家事労働・生活教育と自分の自立形成の相関性及び、将来、子どもに対する生活教育観の

形成との関連を明らかにするものである。調査は滋賀大学教育学部の1,    2回生を対象に

2000年10月に悉皆調査を行った。

結果及び考察：大学生が最も多くしている家事労働は自室の掃除である。女子の場合は下

着の洗濯も多い。反対に少ないのが便所の掃除である。日頃の家事労働の差違は性別より

も居住形態別の方が大きい。自宅生の場合プライバシイに属するものを除くとあまり家事

労働をしていない。親からは「ある程度まで」しか家事労働教育を受けておらず、 「親と

同レベル」までの教育を受けた自覚を持つ者は5% にすぎない。すなわち生活能力は親か

ら子への伝承の形を取っていない。大学生は比較的自己の性格をプラスに評価している。

性格の自己評価は家事労働の従事状況と高い相関が見られた。大学生は自己が受けた親の

生活教育態度は比較的甘いと評価している。親が家事労働教育に積極的であるほど大学生

は自己の性格をプラス評価し、自己評価が高い学生の自立意識は高い。親の生活教育態度

はこれら大学生の人間性形成と強い相関を示した。大学生が将来親になった場合の子ども

への家事労働教育観は、自分が受けたと自覚よりも積極的な意識を示した。親からの教育

が低かったと思っている回答者ほど積極的傾向がある。
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